令和元年度第３回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年８月19日（月）午後１時30分～

２　場所　大阪赤十字会館　４階　４０１会議室
３　出席委員　馬場委員長、高嶋委員、田辺委員、戸部委員、平野委員、眞下委員
４　議事内容
公立大学法人大阪市立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 第２回委員会での審議を踏まえた評価結果（案）について、事務局より修正内容について説明があった。
· 評価結果（案）を基に審議が行われ、「意見・指摘事項」のうち、学生の留学支援や施設整備に関して修正意見が出たが、修正内容について委員長に一任のうえ、平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に関する評価結果が最終決定された。
　　＜主な意見＞
· 学生の留学支援について、交換留学の拡充や、単位互換制度の検討など、大学として組織的な支援を行い、学生の海外派遣を促進する取組みが求められる旨の意見があった。
· 施設整備・耐震補強について、地下埋設物による整備遅延があったが、施設を利用する学生に影響は生じなかったのか。
⇒代替の施設を確保しており、遅延した期間はその施設を利用して活動を継続した。

· 研究に関して融合分野や新規分野の立ち上げが求められており、国や民間に対して研究資金の獲得申請を行うことが強く求められているが、融合に向けた導きを個人ではなく組織的に行うべき。
· 特許出願大学承継件数について、大学所有の特許を取得することが求められているが、大学の負担にもなるため、「数」よりも「質」を意識するよう努めるべき。
· 経費が削減される中であるが、人材の維持・確保を行い、教育・研究の質を向上させる工夫が必要。
以上
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